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Abstract: In recent years, the new terminal using IT technology is spreading. On the other hand, the 
numbers of the elderly people who cannot master them are increasing. We think that it is important not 
only passive interface to wait user's input but also communicative interface to speak to user. In this paper, 
interface robots for elderly people are introduced. 
 

 

１．はじめに 

一人暮らしの高齢者が増え、高齢者人口2889万人

と日本の全人口の22%を超えている(65歳以上人口平

成21年8月[1])。また、高齢者のみの世帯が961万世帯

と、全世帯数の20%を占め、寝たきり、ひきこもりな

どが社会問題となっている。このような急激な高齢

化は、病床数の不足を招き、在宅医療の重要性が増

加している。しかし、在宅医療では、医師は高齢者

の生活状態を把握しにくく、高齢者は医師の指示な

ど生活支援情報を得にくいという課題がある。そこ

で、この両者、病院と家庭をつなぐインタフェース

が必要とされている。 

一方、IT技術を用いたスマートフォン、タブレッ

ト端末など、PCとは異なる新しい端末が普及しつつ

ある。これらの端末は、ネットワーク上の豊富なデ

ータにつながり、使いこなせば便利なものであるが、

使いこなすまでにはハードルが高く、積極的に使お

うとするユーザにしか使えないものとなっている。 

そこで、高齢者をはじめとする消極的なユーザに

も使えるインタフェースが必要である。それには、

人に親しみやすい擬人的なロボットを使ったインタ

フェースが有効であると考える。東芝では、研究プ

ラットフォームとして、インタフェースロボット

ApriPocoTM(アプリポコ)、さらに小型で持ち運び可

能なハンドヘルドロボットApriPetitTM（アプリプ

チ）を開発している[2]（図１）。 

また、ニーズを考えると、高齢者のインタフェー

スには大きく２つの機能が考えられる。一つは、高

齢者自身のニーズとして、高齢者が使う機能、もう

一つは高齢者を取り巻く社会のニーズとして、高齢

者を見守る機能である（図２）。今回は、高齢者が使

う機能として、音声会話機能、高齢者を見守る機能

として離床検知機能について報告する。 

 
図２ 高齢者のためのインタフェース 図１ インタフェースロボット 



２．音声会話 

会話は、脳機能を活性化し、認知症予防にも効果

があると言われている。そこで、高齢者の話し相手

となる機能の開発を行っている[3]。人は、相手の話

を理解して話を進める。しかし現状、音声誤認識や

自然言語解析の問題から、話を十分に理解すること

は難しい。一方、非言語情報と言われる頷きや身振

り・発話タイミングなど言葉以外の情報が、伝達さ

れる情報の 6 割を占めるとも言われている。そこで、

非言語情報を利用し、相手の様子から、話に興味を

持っているか否かを判断する関心度検出の開発に取

り組んでいる。関心度が高ければ、ロボットは相槌

などの非言語情報を使ってユーザの話を促す傾聴を

行う。関心度が低ければ、話題を切り替え、ユーザ

の話を理解しなくても、話が続くインタフェースを

目指して研究を進めている。 
 

３．離床検知 

高齢者を見守るための技術として、人の行動を検

出する技術が必要となる。その一つとして、ロボッ

トのカメラを使った離床検出に取り組んでいる[4]。

離床検出は、転倒・徘徊防止のため病院などでの需

要がある。現状は、圧力検出センサなど各種センサ

を用いて検出しているが、患者に回避される、誤作

動が多いといった課題がある。そこで、ロボットの

カメラを用い、検出速度・精度の向上を目指してい

る。具体的には、日中の可視光画像でベッド位置を

計測し画角を自動調整し、夜間は赤外光を用いて離

床動作を検出する。日中に検出箇所を限定すること

で、夜間の不鮮明な画像でも精度の高い検出を可能

としている。これらは、実際に病院での離床動作デ

ータを収集し、使える技術の開発に取り組んでいる。 
 

４．おわりに 

高齢者のためのインタフェースとして、高齢者自

身のニーズとして、高齢者が使う音声対話機能、高

齢者を取り巻く社会のニーズとして、高齢者を見守

る離床検知の機能を紹介した。これらは、それぞれ

高齢者へのアンケートや病院へのヒヤリングなどで

必要と考え開発している機能である。これらの機能

が、本来のニーズに適っているか、コストに見合う

ものなのか、今後、検証していく。 
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